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S U M M A RY

スマホでの表示に約7秒かかっています

1
スマホのスコアは100点中29点
メイン画像が表示されるまで約7.0秒。表示が遅いと、予約や問い合わせの前に離脱されやすくなります。

2
原因はほぼ特定できています

全ページで読み込まれるreCAPTCHA、重複したjQuery、キャッシュされない画像などが主な原因です。

3
見た目と機能を変えずに改善します

デザインや予約パネル、フォームはそのまま。裏側の読み込み方を整理して、スマホ65〜75点を目指します。
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CU R R E N T  STAT US

現在の計測結果（PageSpeed Insights）

スマートフォン

29点
最初の表示 4.6秒 / メイン表示 7.0秒

操作できない時間 2.4秒 / 表示完了の目安 11.4秒

パソコン

56点
最初の表示 1.0秒 / メイン表示 1.5秒

操作できない時間 1.7秒

Googleは表示速度を検索順位の評価要素にしています。特にスマホの数値が基準を大きく下回っています。

※2026年10月8日計測、3回計測の中央値。レイアウトのずれ（CLS）は0で問題ありません。
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C AUS E S

遅くなっている主な原因

reCAPTCHAが全ページで動作

フォームのないページでも読み込まれ、スクリプト処

理に約1.6秒かかっています。

JavaScriptの重複・読み込み順

jQueryが2種類（3.7.1と3.5.1）読み込まれ、スライ

ダー等のスクリプトが表示を止めています。

画像がキャッシュされない

アップロード画像（約2.1MB）が毎回ダウンロードし

直されています。WebP化で約1MB削減できます。

YouTube埋め込み・計測タグ

動画プレイヤーが表示直後に約700KB読み込まれま

す。旧形式の計測タグも残っています。
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P LA N

対応内容

reCAPTCHAをフォームページだけに
フォームの迷惑メール対策はそのまま維持します。

JavaScriptの整理
重複jQueryの解消、スライダー等を表示の邪魔にならない順に。

画像のキャッシュ設定・軽量化
ブラウザに画像を保存させ、WebP形式へ変換します。

YouTubeはクリック後に読み込み
見た目は同じサムネイル表示、再生時に読み込みます。

計測タグの整理
旧形式のタグを整理。Meta広告の計測は維持します。

ページキャッシュの導入
サーバーの応答時間（現在約0.7秒）を短縮します。
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E X P E CT E D  R E S U LT

改善後の目安

スマートフォン

29 65〜75点
メイン表示 7.0秒 → 3秒前後を目標

パソコン

56 85〜90点
操作できない時間 1.7秒 → 大幅短縮

同様の対応を行った別サイトでは、スマホ42点→70点、PC54点→82点に改善しました。

※数値は目安です。広告タグなど外部サービスの読み込みにより上下します。
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S A F E TY

機能を壊さないための進め方

見た目・文章・予約の流れは変更しません。不具合があれば作業前の状態にすぐ戻せます。

STEP 1

計測・バックア

ップ

作業前の状態を記録

し、すぐ戻せるよう保

存します。

STEP 2

改善作業

原因ごとに1つずつ対

応します。

STEP 3

動作確認

予約パネル・フォー

ム・スライダー・計測

タグを確認します。

STEP 4

再計測

同じ条件で計測し、前

後を比較します。

STEP 5

結果報告

改善前後の数値をまと

めてご報告します。
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